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音楽会♪うたってあそぼ♪ 

 今年の音楽会は、子ども達の遊びや生活を通して、親しんできた歌や手遊びを取り入れ、『みんな 

が楽しい音楽会♪』をつくってきました。みんなで一緒にした芋掘りやお散歩など、楽しかったこと 

を思い出しながら、歌ったり、音を合わせたりし、‘友達と一緒にすると楽しいな’‘いろんな音が 

合わさると素敵だな’という感覚を味わってきました。 

 音楽会当日は、緊張した様子や、少し照れた様子、お家の人に見てもらって張りきる様子など、い 

ろいろな姿が見られましたが、どの子も楽しんで取り組めていたと思います。たくさんの温かい拍手 

をありがとうございました。 

～感想の一部を紹介します～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・もっと見ていたい、聴いていたい、と思うくらい楽しい音楽会でした。 

・みんなが先生の指揮をしっかりと見て、一人一人が自分のパートを一生懸命に演奏しようとす

る姿は、一体感があり、素晴らしかったです。 

・元気太鼓から始まり、さすがぱんだ組さん！とてもかっこいいい姿でした。しっかり者のぱん

だ組さん、個性あふれるりす組さん、それぞれの良さが出ていてとてもよかったです。 

・こちらの心配をものともせずに、とても楽しんで頑張る姿に成長を感じ、感動しました。 

・アットホームな雰囲気の中で、少し緊張もしている様でしたが、とってもかわいい音楽会を見

せてもらいました。 

・りす組の歌や楽器演奏は、緊張を感じさせない伸び伸びと歌う姿や、笑顔でかわいらしく演奏

する姿に、一人一人の成長を感じました。 

・ぱんだ組は、年長さんらしく、とても落ち着いていてかっこよかったです。 

・りす組さんの「トントントンはいってますか」とっても可愛かったです。小学生 2 人のパプリ

カダンス素敵でした。 

・少ない人数と思えないほどの迫力と歌声…どれも本当にかっこよかった。 

・手作り楽器、一人一人の個性が出ていて、沢山時間をかけて一生懸命作ったことが分かりました。 

・大好きなお友達と一緒でうれしい！という思いが伝わってきて、クラスの一体感を感じました。 

・‘ありがとうの花’何度聞いても心にしみます…これからも歌い続けていってほしいです。秋

の自然を感じる楽しい音楽会でした。 

げんき太鼓や、楽器を伝えていきます！ 

～大きい組から小さい組へ、バトンをつなぐ～ 

 りす組がずっと憧れてきた、ぱんだ組の『げんき太鼓』を、バチの持ち方から構え方、リズ

ムまで、受け継いでいきます。ぱんだ組は、教え方を工夫しながら、見本を見せたり、手を持

ってあげたり…りす組は、真剣に話を聞きながら、一生懸命真似をしてたたいています。 

この時期になると、自分たちが次の学年に進級するという自覚が湧いてくるのでしょう、言

葉や態度の中に、「あとは任せたよ！」「早く大きい組になりたい！」というような思いが読み

取れます。いろいろな技だけでなく、心も受け継がれているのですね。 

 

２学期も、たくさんのご協力をいただき、ありがとうございました。 

第２回学校関係者評価委員会の中で、様々な立場から、ご意見をいただき

ました。子どもたちのよりよい育ちを助長できるよう、今後も努めてまい

ります。 

【来賓の方より】 

・さつまいもがいっぱい♪体験を通しての演奏・演技、良かったです。 

・毎年楽しみにしている音楽会、園児たちの成長が一番感じられる時間です。 

・松が丘は、人数は少ないですが、だからこそ一人一人の歌声と音色をじっくりと感じる

ことができて良いですね…子ども達も先生方も一緒に‘音を楽しんで’こられたのでし

ょうね。 

・げんき太鼓、とっても上手で、こちらに元気をたくさんプレゼントしてもらえました。 

 手作り楽器は、いろいろな音が鳴り楽しかったです。こだわりも聞き手に伝わりました。 

・はじめとおわりの挨拶もすてきでした。楽しい時間をありがとうございました。 


